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明けましておめでとうございます。2017年は酉年で

す。昨年来，鳥インフルエンザへの対応が健康危機管理

上の大きな課題となっていますが，一方で鶏は吉兆をも

たらす動物とも言われているようです。さて，本号には

原著 3 編と資料 1 編が掲載されています。原著 3 編はい

ずれも地域に在住する高齢者を対象とした研究です。

まず，心疾患で在宅療養する地域在住高齢者の心身機

能について検討した論文では，近年注目されているフレ

イルと心疾患との関連についても記述されています。2
編目の要支援認定を受けた高齢男性の社会活動とその目

的に関する論文では，社会活動に参加する目的として男

性ならではの要素が抽出されています。その要素に高齢

者でなくとも納得できてしまったのは私だけでしょう

か。長野県須坂市の保健補導員活動は地域保健では有名

ですが，その地区組織活動への参加が入院医療費と関連

している可能性を示した論文が 3 編目です。先の論文と

併せて，高齢者の地区活動に関する男女の特徴を知るこ

とができる大変興味深い論文であると感じました。資料

は地理情報システムを用いて地理的特性と自殺率との関

連を生態学的研究として示した論文であり，自治体の区

分を市町村合併前とするか合併後とするかで特性が異な

る点が示されています。

今年も本誌が公衆衛生の発展に寄与できますよう，多

くの皆様からのご投稿をお待ちしております。よろしく

お願い申し上げます。 （上原里程）


